2013年9月8日/障害者・患者９条の会/【若手３人の世話人による改憲案の問題点と私たちの課題】
日本国憲法と立憲主義について
坂下　共（きょうされん事務局）
1． 憲法と法律のちがい
1 学校では教わらなかった本質
· 憲法と法律は本質的に異なる
2 憲法・立憲主義の歴史
· フランス革命など人権革命による近代的立憲主義
3 多数派と少数派
· 少数派の権利を守る、多数派と少数派の立場は入れ替わる、時に人間は過ちを犯す
2． 自民党改憲草案の問題点
1 権利を無くして義務を増やす
· 「平和的生存権」の削除（現前文）、思想・良心の自由の制限、「個人」より「集団」を尊重
· 国防義務（改3）、領土・資源確保義務（改9）、家族助け合い義務（改24）、緊急事態指示服従義務（改99）
2 改正手続きの緩和
3 憲法尊重義務は誰に
· （現99）「天皇又は摂政及び国務大臣、国会議員、裁判官その他の公務員」
· （改102）「国民」は尊重義務、「国会議員、国務大臣、裁判官その他の公務員」は擁護義務
3． 私たちができること
1 不断の努力を今こそ（現12）
· この憲法が国民に保障する自由及び権利は、国民の不断の努力によって、これを保持しなければならない
2 将来の国民の永久の権利（現97）
· この憲法が日本国民に保障する基本的人権は、人類の多年にわたる自由獲得の努力の成果であって、これらの権利は、過去幾多の試錬に堪へ、現在及び将来の国民に対し、侵すことのできない永久の権利として信託されたものである
3 憲法を日々の生活に
